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　本校は2012年にSSHの指定を受けたことを契機に、タイ王国「プリンセス・チュラポーン科学高校・ペッチャブリー校」（以下PCSHS-P校）と教育提携を結び、毎年互いの
学校で科学交流を行っています。

　12月17日～26日の10日間、本校理数キャリアコース在籍の2年生12名がタイを訪問し、
交流しました。科学交流として、両校教員による「生物」「化学」「物理」の授業では、生徒た
ちは英語で科学の知見を深め、現地大学教員による「栄養学」の講義では、細菌学・テクスチ
ャ―・甘味料の研究室を見学したり、官能検査も体験しました。さらに、タイ語の学習や数学
でのベクトルパズルの授業、化学での合成樹脂コースターの授業など、さまざまな理数のア
クティビティも実施。また、本プログラムの最大の目的であるPCSHS-P校での口頭発表と
ポスター発表では、「屋内害虫ヒラタチャタテの青色光による殺虫の実用化に向けて」「ディ

ープラーニングを用いた大人と子供の手書
き文字識別」「日本の伝統的な眉墨『マコモ
』とその耐汗性」をテーマに、大学教授、教育
機関の方々をはじめ、多くの生徒たちの前で
堂々と発表や質疑応答を行う姿が見られま
した。本プログラムで、生徒たちは多くのこと
を経験し、英語と科学という2つの共通言語
で交流を楽しむことができました。
　次回は、前期期間中に、本校にPCSHS-P
校より生徒・教員をお迎えします。

「タイ科学交流プログラム」開催高 校

11月27日、「ダンスドリル秋季競技大会 関東大会」が所沢市民体育
館で開催され、本校の中学カラーガード部がTALL FLAG部門で「第1
位」となりました。中学生のみでの演技となるため、高校生の先輩やコ
ーチにアドバイスをもらいながら、一生懸命練習を重ねました。大会当
日が平日だったため、直前まで授業に参加した後での演技となりまし
たが、本番では全力を出し切り、見事「第１位」を獲得しました。
　2024年1月28日、「第7回カラーガード・マーチングパーカッショ
ン全国大会」が群馬県の高崎アリーナで開催され、中高カラーガード部
が「銀賞」を獲得しました。カラーガード部門のチーム参加が最も多い
大会で、一段と練習にも力が入りました。今年度は、コロナが5類になっ
て以降初めて合宿を冬休みに行い、大会に向けての振り付けを集中的
に覚えました。本番までの練習期間が短く、どれだけ内容の濃い練習が
できるかが鍵でしたが、必死に練習し、当日は今までの中で一番揃った
良い演技を披露することができました。これで今年度の大会参加はす
べて終了となります。また来年度に向けて頑張っていきます。

「クリスマスコンサート」開催中 学

　12月16日、駒込キャンパスジャシーホールにて、「中学クリスマスコンサート2023」が開催されました。校内では
「クリコン」の愛称で親しまれ、中学生にとっては体育祭や文女祭に並ぶ、大事な行事の一つとなっています。中学3
年生が実行委員となり、中学生主体で企画運営をするのもこの行事の特徴です。
　本番当日、ホールにはイルミネーションが光り、ペンライトやキラキラシールも配られました。クリスマスグッズを身
につけた生徒たちは、いつもの学校生活とは違う雰囲気を楽しんでいました。今年は器楽合奏の他に、箏やギターの
演奏、ボディパーカッションなど、それぞれのチームが練習の成果を発揮しました。また、1年生では英語と音楽のコ
ラボ授業が実施されており、『a whole new world』の英語による合唱も披露されました。そして、次回に向けて
早くも2年生からは曲目や演出のアイディアが出されています。アンサンブル〈音楽でのコミュニケーション〉の喜び
を実感している生徒たちの姿が印象的なクリスマスコンサートとなりました。

中学：秋季競技大会・全国大会ともに
　　　　　 SONG/POM部門　Large編成「第2位」
高校：全国大会出場

中 高

大会で、一段と練習にも力が入りました。今年度は、コロナが5類になっ
て以降初めて合宿を冬休みに行い、大会に向けての振り付けを集中的
に覚えました。本番までの練習期間が短く、どれだけ内容の濃い練習が
できるかが鍵でしたが、必死に練習し、当日は今までの中で一番揃った
良い演技を披露することができました。これで今年度の大会参加はす
べて終了となります。また来年度に向けて頑張っていきます。

　本学の卒業生や就活を終え内定を得た4年生が、後輩たちに働く意味や内定獲得に向けた実
体験を伝える「キャリアてっぺんフォーラム」が各キャンパスで開催され、就活体験談の講演や
パネルディスカッションなどが行われました。

株式会社サカイ引越センター

カ メ イ 株 式 会 社
ア デ コ 株 式 会 社

吉田統太氏（2023年3月人間学部心理学科卒業）
「自分流の就活方法を見つけよう」
但野吹樹（人間学部人間福祉学科）「企業研究を徹底しよう」
船渡聖央氏（2023年3月人間学部心理学科卒業）
「大学での学びを将来に活かそう」

「キャリアてっぺんフォーラム」開催大 学 大 学

〈発表者〉

　12月9日、「ゼミナールオープン大会2023」が開催されました。同大
会は、経営学部生で構成する「ゼミナール協議会」が主催しており、今回は
経営学部から34チーム、外国語学部から2チーム、計176名の学生が参
加しました。
社会課題を明確にし、解決策を提案する「プレゼン部門」には、計13チー

ムが3つのブロックに分かれて参加。また、ゼミで研究しているテーマでの
実証研究や事例分析を発表する「研究部門」には、計22チームが5ブロック
に分かれて参加しました。参加学生は日頃の研究成果を存分に発表し、次の
チームが優秀賞を受賞しました。

　ゼミナール協議会会長の坂本侑太郎さん（3年）から、大
会を振り返って次のコメントが寄せられました。
　「オープン大会に参加された皆様、まずは大変お疲れ様でした。
今年度大会も無事に終了することができました。プレゼン部門も研
究部門も大変素晴らしい発表でした。これからも各チームで、より
良い研究がされますよう心より願うと共に、大会の振り返りとさせ
ていただきます」

「ゼミナールオープン大会」開催

＊＊＊【研究部門】＊＊＊
［経営学部］押切ゼミ2年 押切ゼミAチーム
「なぜ大学生の投票率は低いのか」

［経営学部］押切ゼミ2年 押切ゼミCチーム
「インフルエンサーの投稿は大学生の購買を促進させるのか」

［経営学部］大野ゼミ3年 大野ゼミグループB
「飲食業界のSDGsフードロス問題解決」
［経営学部］川越ゼミ3年 川越唐桟ベビー班

「川越唐桟をベビー用品へ」
［経営学部］粟屋ゼミ2年 カンロ2.0
「甘露～天から降る甘い露～」

＊＊＊【プレゼン部門】＊＊＊
［外国語学部］渡部ゼミ3年 Team Red

「女性の環境改善を目指して」
［外国語学部］渡部ゼミ3年 Team Blue

「避難所で活躍できる大学生～関東大震災から100年を迎えて～」
［経営学部］押切ゼミ2年 押切ゼミBチーム
「スタディケーションの認知度向上」

優秀賞

坂本さん

全 日 本 空 輸 株 式 会 社
株式会社トレジャー・ファクトリー

株 式 会 社 P A L T A C
マンパ ワーグ ル ープ 株 式 会 社
株 式 会 社 メ ン バ ー ズ
大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社

寺岡歩美（外国語学部）「『なりたい！』を実現させよう」
宮田舞菜（人間学部コミュニケーション社会学科）
「他人と比べない就職活動」
新井田隼大（外国語学部）「進路実現に向けて」
橋本雅哉（人間学部人間福祉学科）「何事にも挑戦」
黒河内拓巳（経営学部）「とりあえず行動してみる」
瑞慶覧瑠奈（経営学部）「楽しむ就活」

　「今回は、昨年よりも発表者を増やしての開催となりました。就職活動を終えた先輩方から
就職活動に対してのモチベーションや情報についてお話してくださいました。発表者6人の先
輩方は、それぞれ異なる学部のため、様々な視点から就活を見ることができました。今回のイ
ベントを通して就活に対してのイメージがわきました」

〈発表者〉

キャリアてっぺんフォーラム学生実行委員長 佐藤ゆかり（外国語学部2年）

中学：秋季競技大会TALL FLAG部門「第1位」
中高：全国大会 「銀賞」

カ ラ ー ガ ー ド 部

　11月27日・28日に「ダンスド
リル秋季競技大会 関東大会」が
所沢市民体育館で開催され、中学
生がSONG/POM部門 Large
編成で「第2位」となりました。ま
た、基準をクリアして中高共に冬
季大会（全国大会）への出場権を
獲得しました。同年10月に出場し
たJCDA（日本チアダンス協会）
の大会での課題をクリアし、部員
の気持ちが一つになるように練習
を重ね、中学生は以前よりも声が
出て周りを見られるようになり、
高校生はレベルの高さを求められる中で緊張感に負けなかった事が結果につながりました。
　2024年1月13日・14日、「Dance Drill Winter Cup 2024 ダンスドリル冬季大
会」が武蔵野の森総合スポーツプラザで開催され、13日に中学生、14日に高校生が出場し
ました。そして、中学生がSONG/POM部門 Large編成で「第2位」となりました。11月の秋

季競技大会後、振りを変更す
るなど工夫を凝らし、全国大
会で入賞していくために中
高共に練習を重ね、頑張っ
てきました。
今後もチーム一丸となって
頑張っていきますので、応援
よろしくお願いいたします。

ポスター発表を行う生徒たち

チ ア ダ ン ス 部

中学チアダンス部メンバー

注目のトピックス特集

保健医療技術学部
神作一実学部長・教授
作業療法士が教える
「子育てのお困りごとへの向き合い方」
全5動画を公開

ショート動画を活用した
社会貢献プロジェクト第1弾

0101
Topic

12月28日

ていただきます」
良い研究がされますよう心より願うと共に、大会の振り返りとさせ

2月10日・11日
0303
Topic

中西美釉さん（高2萩/右）・梨椛さん（中3桃/左）
「東京私立中学高等学校テニス
選手権大会（個人）」本戦に姉妹で出場

0202
Topic

1月7日

人間学部3年生が日本文化体験・レトロ・坂道に関する「まちあるきコースMAP」を制作・無料配布中
大 学

　人間学部コミュニケーション社会学科では「まちラボプロジェクト演習」（本担当：貫井万里准教授）の一環として、「文京まちあるきコースづくり―文京区の魅力の
発見と発信」プロジェクトを実施しています。

『レトロかぶれコース』表紙と掲載ページ

『レトロかぶれコース』

『坂道・健康コース』表紙と掲載ページ

『坂道・健康コース』

　2023年度の同プロジェクトでは、同学科の3年生13名が文京区内のさまざまな場所を訪ね、後世に残したい日本文化体験ができる施設や、歴史的建築物、また土地の起伏と様々
な景観が楽しめるという文京区の魅力を取材し、『日本文化体験コース』『レトロかぶれコース』『坂道・健康コース』の3つのコースでMAPを制作しました。完成した各1,000部の
MAPは、本郷キャンパス「まちラボ」で配布するとともに、本MAP上で紹介した場所や施設等で無料配布されています。
　学生は、今後も地域との交流を増やし、地域活性化の一助となるような取り組みを実施していきます。

『日本文化体験コース』表紙と掲載ページ

『日本文化体験コース』

　「直接先輩方の話を伺い、就活のやり方はひとそれぞれ。十分な企業研究を行い、自分の適
性を見極めて就活の軸を模索しながら各自に合った方法を見つけていくことが大切だと感じ
ました。また、大学での学びが社会でも生かされることも知ることができました。このフォー
ラムが少しでも不安や焦りの解消につながれば幸いです」

キャリアてっぺんフォーラム学生実行委員長 伊藤こと乃（人間学部心理学科3年）

音楽とアートの祭典
「アートフェスタふじみ野2023」に
本学の学生6名が運営協力、
人間学部小林剛史教授と渡辺行野准教授が
フルート＆ピアノDuoで出演

中高硬式テニス部

高校チアダンス部メンバー



第92回 
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ひたむき・まえむき・おもむき

　12月27日、「マッスルプロジェクト」を代表して、保健医療技術学部理学療法学科
3年の栗山昇也さん、加藤滉大さんがふじみ野市役所を訪問し、大学祭での公演チケ
ットの売上金20,700円の寄付を行いました。
　「マッスルプロジェクト」は、2006年に保健医療技術学部を開設した当初から、同学
部生たちが自主的に始め、今年で18代目と続く伝統サークルです。パフォーマンス披
露は、年１回、大学祭内での公演を行
っており、大学祭当日には地域住民
をはじめ近隣エリアからも観客が来
場する名物イベントとなっています。
今年度も総勢53名で披露し、来場客
の方々と大いに盛り上がりました。
　今回のふじみ野市への寄付金は、
学生の希望であるふじみ野市の社会
福祉サービス向上のために活用いた
だく予定です。今後もサークル活動を
はじめとした学生の取り組みを通し
て、地域との交流を深めていきます。

　11月10日、富山県の射水市絵本文化振興財団が主
催する「おおしま国際手づくり絵本コンクール2023
ジュニアの部」の審査結果が発表され、本学文京幼稚
園年中組の杉山瑠珂さんの『ちゅらうみのいるちゃん～
いるかのおはなし～』が朝日新聞社賞に選ばれました。

　杉山さんは自身の絵本作品につ
いて、「もともとイルカが好きで、
今年の夏休みに沖縄の美ら海水
族館を訪れたこともきっかけとなり、夏休み中にイルカの“いるちゃ
ん”（主人公）の話を描きたいと思った。ストーリーはどんどん
頭に浮かんだので、すぐに最後まで話を決めることができた。
絵本を作るのはとても楽しくて、最後までずっと楽しく作れ
た。作品の中（場面）に毛糸・お花紙、セロファンを使い、
工夫した」と話し、今回の受賞についても、「賞をもらって、
嬉しかった。富山のおじいちゃん・おばあちゃんも喜んでく
れた」と喜びのコメントが届きました。

「学校法人文京学院創立100周年記念事業募金」のご案内

大 学 「マッスルプロジェクト」
大学祭での公演売上金をふじみ野市へ寄付

園児がおおしま国際
手づくり絵本コンクールで
「朝日新聞社賞」受賞

ジュニアの部」の審査結果が発表され、本学文京幼稚
園年中組の杉山瑠珂さんの『ちゅらうみのいるちゃん～
いるかのおはなし～』が朝日新聞社賞に選ばれました。

　杉山さんは自身の絵本作品につ
いて、「もともとイルカが好きで、
今年の夏休みに沖縄の美ら海水
族館を訪れたこともきっかけとなり、夏休み中にイルカの“いるちゃ
ん”（主人公）の話を描きたいと思った。ストーリーはどんどん
頭に浮かんだので、すぐに最後まで話を決めることができた。
絵本を作るのはとても楽しくて、最後までずっと楽しく作れ
た。作品の中（場面）に毛糸・お花紙、セロファンを使い、
工夫した」と話し、今回の受賞についても、「賞をもらって、
嬉しかった。富山のおじいちゃん・おばあちゃんも喜んでく
れた」と喜びのコメントが届きました。

杉山さん

　本学院は、2024年に創立100周年を迎え、100周年を祝う式典・イベント
の他、さまざまな記念事業が計画されています。それに伴い、「学校法人文京
学院創立100周年記念事業募金」を計画し、ご寄付をお願いすることといた
しました。何卒、本趣旨にご賛同いただき、ご縁ある一人でも多くの皆様より
温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

B U N K Y O G A K U I N

1 0 0 T H
A N N I V E R S A R Y

T O P I C S
S I N C E  1 9 2 4 - 2 0 2 4

創立者島田依史子著『私の歩んだ道』
タイトル新たに2024年3月より
一般書籍化・全国書店販売へ
　本学院の創立者島田依史子先生の著書『私の歩んだ道』
は、本書を原案として始まった100周年記念事業の一つ
である「映画化プロジェクト」に先立ち、以下の新しいタイ
トルと装丁にて一般書籍化が決定しました。2024年3
月6日より全国の書店で販売開始となります。
『信用はデパートで売っていない
　　　　　　教え子とともに歩んだ女性の物語』
著者 ：島田依史子  出版社：講談社エディトリアル
発売日：2024年3月6日 価格 ：本体1,600円（税別）

100周年Webサイト

『人間共生論入門』
　文京学院大学編集『人間共生論入門』
がミネルヴァ書房より刊行されました。
本書籍は2024年4月より、1年次開講
の大学共通科目「人間共生論」の教科書
として使用される予定です。
著者（執筆順）：中山智晴（人間学部教授）・吉田
修馬（上智大学特任准教授）・小林宏美（人間学
部教授）・甲斐田万智子（外国語学部教授）・登
丸あすか（人間学部准教授）・小林剛史（人間学
部教授）・畑倫子（人間学部准教授）・文野洋（人
間学部教授）・山崎幸子（人間学部教授）／ミネ
ルヴァ書房（2024年2月）／2,200円（税込）

BOOK INTRODUCTION

書 籍 紹 介
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東京都高校女子サッカー新人戦大会
大金星で14年ぶりの「準優勝」

高 校

　11月3日から開幕した「第24回東京都高等学校女子サッカー新人戦大会」において、高校サッカー部が14年ぶりに
準決勝の壁を突破し、見事「準優勝」となりました。

　1・2回戦を順調に勝利し、年が明けた1月28日の準々決勝では日大櫻丘高校
と対戦しました。交代要員なしの11人全員での総力戦となりましたが、今大会で
FWに抜擢された選手たちが得点を重ね、2-0で見事勝利し、「ベスト4」進出を決
めました。
　そして迎えた2月12日の準決勝では、14年連続で全国大会に出場している強
豪校である修徳高校との対戦となりました。本校の選手たちは「1対1では絶対に
負けない」という覚悟で挑み、苦しい場面も多くありましたが、全員が集中してゴ
ールを守り、何とか無失点で70分間を終えました。そして、試合はPK戦に突入し
ましたが、最後まで諦めず、見事に13-12で勝利し、選手層の厚い全国常連校を
相手に大金星を挙げました。
　2月18日の決勝では、全国準優勝の十文字高校に残念ながら敗れましたが、選手
たちは全力で戦い抜き、「準優勝」という結果で今大会を終えることができました。
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長谷川宙 主将（2杉）コメント
　「（準決勝で）失点せずに勝てたことは素直に嬉しかったで
すが、試合内容は圧倒的に修徳高校のゲームでした。チーム
として、攻撃のバリエーションを増やしたり、クロスのボール
をあげさせないようにもっと詰めたり、相手との距離感を意
識すべきだと思いました。（今回の結果を受けて）インターハ
イや選手権でも良い結果を残したいと強く思いました」
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